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１、想定とする天候
（1） 晴れ　(基準)
基本となる状態。
（2） 雨
カメラ等に付着した水滴を、ノイズとして扱い、その部分を除去。
インペインティングを行うことによりその不足部分を補うことにより解決可能？
←あくまでも予測による補填なため確実とは言えない？
事前に、晴天時のその場所の画像を用いれば正確に判別可能。
←車載には向かない？
（3） 霧
画素ごとの霧濃度の判別、除去を行う。
←画像の処理時間がかかりすぎる。（参考にした文献ではそこを改善していた。）
（4） 上記＋暗所
標識の色による識別が困難となる。
現状標識と思われる部分に照明を当て、輝度を調整することによって対策している。
←住宅街など照明の照射が嫌われる場所ではどうするかが課題。

２、研究の現状
(１)「見通しの悪い交差点通過時の前かがみ行動と視点移動を対象とした車載カメラによる運転行動分析」
	運転時の人間の視野をカメラにより読み取ることで、見通しの悪い場所において運転者が危険予測を行っているかの判別が可能となった。
(２)「画像処理による道路標識の認識と判別に関する研究」
	特定の色に関する2値化処理を行うことにより標識を認識、そこから種類の判別を行う。この時点で.約60％の識別が可能。
	※論文が2002年度の物であったため現状とは言えない。
(３) 「暗所におけるカメラ撮影画像の高視認可に関する研究」
	暗所における画像認識を行う。これにより、夜間照らされていない標識を識別、照明を迅速に照射することができると考える。
(４) 「自動運転のための煙霧除去手法の検討」
	　悪天候における車載カメラについての論文。難解すぎてよくわからない。


３、画像処理のエラー率
　悪天候時における車載カメラのエラー率の具体的な数値は得られなかったが、参考文献を含む論文において、悪天候時には画像処理による判別が困難であり、エラー率が増加することが自明であるとわかった。


４、参考文献
「「霧」や「もや」などをクリアにする高速画像処理技術」
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